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「0AB-J IP電話の品質要件の在り方に関する研究会」報告書（案）に関し、別紙のとおり意見を提

出します。 
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別紙 

 このたびは、「0AB-J IP 電話の品質要件の在り方に関する研究会」報告書（案）に対する意見募集に関し、意見提出の機会を設けて頂いたことにつきまして、

御礼申し上げます。 

 以下のとおり弊社共の意見を述べさせて頂きますので、宜しくお取り計らいの程、お願い申し上げます。 

 

 

章 項目 頁 具体的内容 

第 1章 

品質要件見直し

に係る検討の背

景 

 

１．IP 電話サー

ビスの現状 

2 ０５０IP 電話の利用者数が減少傾向にあることについて、アナログ電話と同等の品質要件に係る規定の有

無を主な要因としていますが、当該報告書案（9頁）の 0AB-JIP電話を利用する理由に関するアンケート（図

６及び図７）では「通話品質」のほか「電話番号自体の信頼性」や「電話番号の地理的識別性」等といった意

見も多数を占めていること、また０５０ＩＰ電話の利用に際しては以前から利用していたアナログ電話等の番

号を引き継ぐことができない点等も要因として考えられることについてご留意願います。 

 

第 3章 

品質要件の見

直しの方向性 

２．パケット損失

率・遅延時間の

二重規定等 

（２）考え方 

19 測定方法の共通ルール化について今年度中に一定の結論を得るとともに、当該結論に基づく測定方法に

ついて、来年度以降の測定に際して適用することが適当であるとしています。しかしながら、ルール化された

測定方法を適合させる為には、一般的に測定装置の準備や体制の整備等に係る考慮が必要であると考え

ます。 

 

４．FAX 機能の

義務付け 

（1）主な意見 

24 ＦＡＸの販売台数が過去 13年間で 9割減少していることに加え、メールやＳＮＳ等多様な通信手段の普及に

より社会環境が大きく変化していることを踏まえ、ＦＡＸ機能の規定義務については今後の市場ニーズ及び

技術動向を注視し、適時適切に見直しすることが必要と考えます。 
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章 項目 頁 具体的内容 

第４章 

今後の取組 

 31 賛同します。「規制改革実施計画」にあるとおり「IP 電話サービス分野におけるイノベーションや競争を通じ

た新ビジネスの創出を促進する観点」からの品質要件の見直しを求められたものと理解しており、今後も柔

軟なタイミングでの品質規程の見直しを要望します。 

 

第２章 第２項において、東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社(以下「NTT 東西」とい

う。)の NGNでは、NTT東西以外の電気通信事業者は、NGN上で音声パケットの優先制御を使った 0AB-J 

IP電話サービスを提供できないという背景があることが記されています。 

総務省「情報通信審議会 情報通信技術分科会 ＩＰネットワーク設備委員会報告 ―ＩＰ移動電話端末の技

術的条件等―」（平成２４年９月２７日情報通信審議会答申）にあるように、現在暫定運用を認められている

当社提案方式では、「その実施に相応のコストがかかること、今後、光ファイバへの移行が進む中でふくそう

時の最終手段としていつまでもドライカッパに依存することは適切でないこと（69 頁）」から、NGN アンバンド

ルの必要性が明記されている。さらに先日公開された「2020年代に向けた情報通信政策の在り方－世界最

高レベルの情報通信基盤の更なる普及・発展に向けて－」答申（案）」においても、「NGN の更なるオープン

化」と題し、「事業者間の協議がこれまでに調っていない状況にあり、協議を加速していくことが必要である」

と今後の課題と示されています。 

以上のことから、NGN のアンバンドルについては引き続き進捗状況を注視し、０ＡＢ-Ｊ ＩＰ電話にかかわる

品質要件については適時適切に検討及び見直しを行っていくことを要望します。 

 

以上 


